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§１．研究成果の概要 

 

本研究では、結晶の構成要素をネットワーク高分子合成の際のモノマーとして捉え、これを精密

に繋ぎ合わせることで網目のトポロジーを精密に制御したネットワーク高分子を構築することを目的

としている。 

2020 年度は精密ネットワーク高分子材料の構成要素として用いた際に外部刺激に応答して変

形する駆動部となりうる分子ユニットについてのさまざまな検討を行った。光刺激に応答する分子

ユニットとして、凝集誘起型発光(AIE)特性を示す典型的な分子であるテトラフェニルエチレン

(TPE)のベンゼン環同士をオリゴエチレングリコール鎖で束縛することで溶解状態でも強く発光する

ようになることが分かった。量子化学計算の結果、束縛によって励起状態での中心の二重結合の

回転が抑制されることが示唆された。また、新たな AIE 特性分子ユニットとしてホスフィンを見出し

た。ホスフィンは励起状態において四面体反転を起こすことが量子化学計算によって示され、これ

を実証するためキラルホスフィンを合成して光照射実験を行ったところ、CDシグナルの速やかな消

失が確認されたことから四面体反転が示唆された。また、熱刺激に応答する分子ユニットとして、ゲ

スト分子と水素結合を形成できる TADDOL 部位を有する高分子を合成した。この高分子溶液にゲ

スト分子を添加したところ、温度応答性を示し、ある特定のゲスト分子を添加した際は加熱に従って

沈殿⇒溶解⇒沈殿⇒溶解(UCST型-LCST型-UCST型)の三重の温度応答性を示すことを見出し

た。これらはいずれもスマート分子ユニットとしての応用が期待できる結果である。 
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